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【発行日】令和1年9月12日(2019.9.12)
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【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   5/225    (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/232    (2006.01)
   Ｇ０８Ｂ  25/00     (2006.01)
   Ｇ０８Ｂ  25/04     (2006.01)
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【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ    5/225    　　　Ｃ
   Ｈ０４Ｎ    5/225    　　　Ｆ
   Ｈ０４Ｎ    5/232    　　　Ｚ
   Ｇ０８Ｂ   25/00     ５１０Ｍ
   Ｇ０８Ｂ   25/04     　　　Ｋ
   Ｇ０６Ｑ   50/22     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和1年8月1日(2019.8.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定エリアに設置された通信装置と、人に装着可能な端末装置と、を備える行動記録シ
ステムであって、
　前記端末装置は、
　前記端末装置の周囲を撮影する撮影部と、
　前記通信装置と通信する通信部と、
　前記通信部と前記通信装置との間の通信に基づいて、前記撮影部による撮影を制御する
撮影制御部と、
　前記撮影部による撮影画像に写った人体を検出する人体検出部と、
　前記撮影部による撮影中における前記人体検出部による検出結果に基づいて前記端末装
置の装着状態の異常を判定する異常判定部と、
　を備えることを特徴とする行動記録システム。
【請求項２】
　前記異常判定部は、前記撮影部による撮影中に連続して前記人体検出部が人体を検出し
ない期間の長さに応じて前記端末装置の装着状態の異常を判定することを特徴とする請求
項１に記載の行動記録システム。
【請求項３】
　前記異常判定部は、前記撮影部による撮影中における前記人体検出部による人体の検出
頻度に応じて前記端末装置の装着状態の異常を判定することを特徴とする請求項１に記載
の行動記録システム。
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【請求項４】
　前記人体検出部は、前記撮影部による撮影画像に写った人の顔の検出結果に基づき人体
を検出することを特徴とする請求項１～３のいずれか一項に記載の行動記録システム。
【請求項５】
　前記人体検出部は、前記撮影部による撮影画像に写った所定のマーカの検出結果に基づ
き人体を検出することを特徴とする請求項１～３のいずれか一項に記載の行動記録システ
ム。
【請求項６】
　前記異常判定部は、前記人体検出部が人体を検出しても、異なる時刻に前記撮影部が撮
影した撮影画像間の変化が所定量以下の場合に前記端末装置の装着状態が異常であると判
定する請求項１～５のいずれか一項に記載の行動記録システム。
【請求項７】
　人に装着可能な端末装置であって、
　前記端末装置の周囲を撮影する撮影部と、
　所定エリアに設置された通信装置と通信する通信部と、
　前記通信部と前記通信装置との間の通信に基づいて、前記撮影部による撮影を制御する
撮影制御部と、
　前記撮影部による撮影画像に写った人体を検出する人体検出部と、
　前記撮影部による撮影中における前記人体検出部による検出結果に基づいて前記端末装
置の装着状態の異常を判定する異常判定部と、
　を備えることを特徴とする端末装置。
【請求項８】
　人に装着可能な端末装置と、所定エリアに設置された通信装置と、の間で通信し、
　前記端末装置と前記通信装置との間の通信に基づき、前記端末装置が有する撮影部によ
る前記端末装置の周囲の撮影を制御し、
　前記撮影部による撮影画像に写った人体を検出し、
　前記撮影部による撮影中における前記撮影画像に写った人体の検出結果に基づいて前記
端末装置の装着状態の異常を判定する、
　ことを特徴とする行動記録方法。
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